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ジェクト代表として活動し，ここでも現代中国研究叢書シリーズや英文雑誌 Journal of Contemporary Chi-
nese Studiesの出版を手がけ，若手中国研究者の育成に力を入れ，一定の成果を上げることができた。
しかし，私のホームグランドはなんといっても私自身のゼミであり，特に博士課程学生の中からで
きるだけ多くの優秀な研究者を育て上げることに力を入れた。私のゼミで学び，修了後，大学や研究
機関で研究活動に従事している学生は国内外で 27名，その他外務省など政府機関で研究的活動に従
事しているもの 5名，実に 32名の研究人材を社会に送りだすことができた。修士課程修了学生の中
にも幾人かはそのような活動を行っているものがいる。本論文集は，全員参加ではなかったが天児ゼ
ミの学生で現在，研究の第一線での活躍を始めている，あるいはすでにエスタブリッシュされてきた
学者の皆さんの成果物となって世に問うことになった。我自身それほど出来の良いとは思えない
「師」であったが，こうした形で教え子たちの成果が世に出されると，無邪気に嬉しいものである。
執筆を快諾し，力作を書いてくれた学生の皆さんにお礼を申し上げたい。
いずれにせよ早稲田大学での 15年間はあっという間に過ぎ去った感がするが，私にとってかけがえの
ない実りの大きな歳月であった。こうした活動に関わった研究者，事務関係者などすべての皆さんのご支
援，ご尽力があってのことであり，ここに改めて心よりの感謝を申し上げたい。そして私自身，これは一
つの区切りであって今後も新しい気持ちで研究活動や人材育成に励み，同時にそうしたかかわりの中で自
分自身を切磋琢磨して少しでも成長を続けていきたいと考えている。これからもよろしくお願いします。
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